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会誌「日事連」連載『省エネレポート』の執筆依頼について


平素は本会の事業運営に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
平成29年4月1日から国の「建築物省エネ法」が完全施行され、2,000㎡以上の大規模建築物は適合義務化となりました。更に今国会に提出する建築物省エネ法改正案では、適合義務の対象範囲を中規模非住宅（300㎡以上2,000㎡未満）にまで拡大することを決定しました。
これを受けて、本会会誌「日事連」平成30年1月号より連載を開始している『住宅・省エネレポート』を『省エネレポート』と改め、戸建て住宅および中規模非住宅における省エネルギーの取り組みとして設計・施工の事例や単位会で取り組んでいる講習会等について紹介していきます。
時節柄ご多忙のことと存じますが、下記のとおり原稿を募集致しますので、是非ご寄稿下さいますよう宜しくお願い申し上げます。


記

（１）タイトル	省エネレポート
※サブタイトルはご自由にお書き下さい
（２）頁数　　　　 　　2ページ
（３）執筆内容	以下のいずれかを選択して下さい
①戸建て住宅、中規模非住宅における省エネルギーの取り組み・事例紹
介など
　　　　　　　　　　　 　※掲載できる範囲で、立地環境（地域性）や建物概要（建築面積、延床面積、構造、規模など）の情報を添える
　　　　　　　　　　　 ②単位会で行っている省エネ講習会等の取り組みについて
（４）字数及び写真等[目安] 	
文字数　1,000～1,300字程度
　　　　　　　　　　  写真・図面・グラフなど　計3～5点
　　　　　　　　　　　顔写真　1点（任意）
　　　　　　　　　　　会社概要またはご自身のプロフィール（任意）　
※原稿はWordでお送り下さい
※画像は1ファイル2メガ以上
※写真等にはキャプション（短い説明文）をつける
　　　　　　　　　　  ※画像は原稿とは一体化せず、jpegデータ等で別添にしてご送付下さい
　　　　　　　　　　　※手書きのスケッチ等も掲載可能です
　　　　　　　　　　　※顔写真はご自身で設計した建築物を紹介する場合のみ掲載することができます（他事務所で設計した建築物を紹介する場合は、設計者との混同を避けるため顔写真の掲載は控えております）

	
記事のレイアウトは編集会社で行います。
文章は編集作業の過程で必要に応じて加筆修正を行いますので、お気軽にご寄稿下さい！



（５）原稿締切日　　　6月14日（金）[8月号]
　　　　　　　　　　　7月16日（火）[9月号]
　　　　　　　　　　　8月16日（金）[10月号]
※連載記事のため原稿は随時募集しています
※掲載号は他の記事と調整のうえ、日事連事務局にて決定致します
（６）原稿料　	掲載記事に対して薄謝進呈します
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